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決算期変更影響シミュレーション（連結決算ベース / 各Qの数値は累計表示）

【ご参考】決算期変更に伴う四半期推移の見込

57期は全四半期とも黒字を確保する見込
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決算期の変更（10月決算⇒４月決算）

54～55期（実績）
会計期間

決算期 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2

売上高 7,056 15,494 28,105 42,778 5,589 13,235 23,000 39,103 5,599 12,890

営業利益 ▲ 606 ▲ 583 535 2,523 ▲ 1,331 ▲ 1,853 ▲ 1,502 973 ▲ 1,244 ▲ 1,274  

経常利益 ▲ 637 ▲ 655 427 2,329 ▲ 1,392 ▲ 1,987 ▲ 1,703 684 ▲ 1,312 ▲ 1,455

当期純利益 ▲ 667 ▲ 726 279 1,474 ▲ 1,401 ▲ 2,025 ▲ 1,791 ▲ 47 ▲ 1,348 ▲ 1,244

決算期を4月末としたシミュレーション、57期予想

会計期間

決算期 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

売上高 12,611 27,284 32,873 40,519 9,765 25,868 31,467 38,758 8,878 18,900 28,797 38,100

営業利益 1,118 3,106 1,775 1,253 351 2,826 1,582 1,552 420 1,180 2,003 2,000

経常利益 1,082 2,984 1,592 997 284 2,671 1,359 1,216 349 1,040 1,801 1,700

当期純利益 1,005 2,200 799 175 234 1,978 630 734 227 690 1,190 1,000

54～55期（実績）

会計期間

決算期 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2

売上高 6,372 14,265 26,138 39,831 4,731 11,514 20,409 35,480 4,620 11,009

営業利益 ▲ 449 ▲ 159 1,130 3,134 ▲ 1,197 ▲ 1,518 ▲ 956 1,607 ▲ 1,099 ▲ 967  

経常利益 ▲ 477 ▲ 224 1,033 2,954 ▲ 1,231 ▲ 1,598 ▲ 1,076 1,426 ▲ 1,142 ▲ 1,098

当期純利益 ▲ 505 ▲ 291 914 2,154 ▲ 1,237 ▲ 1,631 ▲ 1,156 745 ▲ 1,176 ▲ 951

決算期を4月末としたシミュレーション、57期予想

会計期間

決算期 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

売上高 11,873 25,566 30,297 37,080 8,895 23,966 28,586 34,975 7,856 16,682 25,466 33,699

営業利益 1,289 3,293 2,096 1,775 562 3,125 2,026 2,158 488 1,211 2,052 2,078

経常利益 1,257 3,178 1,947 1,580 522 3,024 1,882 1,926 441 1,120 1,922 1,875

当期純利益 1,205 2,445 1,208 814 475 2,376 1,200 1,425 331 794 1,344 1,220

※　全社合計からホテル事業及びその他事業を除いた数値を住宅事業として計算

Q3

2022年5月～2023年4月 2023年5月～2024年4月 57期予想　2024年5月～2025年4月

54期(2021年11月～2022年10月) 55期(2022年11月～2023年10月) 56期

(単位：百万円）

Q3

2022年5月～2023年4月 2023年5月～2024年4月 57期予想　2024年5月～2025年4月

54期(2021年11月～2022年10月) 55期(2022年11月～2023年10月) 56期

(単位：百万円）
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１．２０２４年 ４月期（第56期/６か月決算） 決算業績

２．２０２５年 ４月期（第57期） 重点施策

３．２０２５年 ４月期（第57期） 業績予想

４．質疑応答

１ページ

本日の内容
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2024年 4月期（第56期／6か月決算）
決算業績

２ページ
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2024年 4月期（第56期）トピックス①

1.住宅事業

３ページ

【日本ハウスＨＤ（単体）建物受注実績状況】

受注状況（前年同月比）

23.11 23.12 24.1 24.2 24.3 24.4
23.11-

24.4累計
22.11-

23.4累計

80% 95% 68% 77% 104% 83% 84% 89%

月次受注比較（前年同月比）（％）
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第56期
実績

前年
同期

展示場Web予約数
（成約数）

1,032件
（29件）

1,172件

（34件）

YouTubeフォロワー数 4,406件 3,648件

Instagramフォロワー数 52,277件 43,057件

公式ＬＩＮＥ登録者数 16,253件 15,180件

※各拠点開設のフォロワー数、登録者数含む

（公式YouTube） （公式Instagram） （公式LINE）
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２．ホテル事業

４ページ

【宿泊稼働率状況】

2024年 4月期（第56期）トピックス②

シティホテル 58.6% リゾートホテル 19.3% ホテル合計26.8%

23.11 23.12 24.1 24.2 24.3 24.4 累計 前年同期

ｼﾃｨﾎﾃﾙ
（1施設）

64.8% 72.1% 47.9% 48.9% 52.6% 65.0% 58.6% 59.8%

ﾘｿﾞｰﾄﾎﾃﾙ
（6施設）

27.8% 12.7% 14.2% 17.3% 16.1% 28.1% 19.3% 18.0%

計 34.9% 24.0% 20.7% 23.4% 23.1% 35.2% 26.8% 26.2%
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森の風

箱根仙石原

合計

各ホテル毎のインバウンド比率推移

55期(第2四半期) 56期(6ヶ月決算)

■ 宿泊稼働率

前年同期比＋0.6％増加

（ 26.2％ → 26.8％ ）

■ インバウンド比率

前年同期比＋5.6%増加

（ 9.6％ → 15.2％ ）



Copyright（Ｃ）２０２４ ＮＩＨＯＮ ＨＯＵＳＥ ＨＯＬＤＩＮＧＳ ＣＯ.,ＬＴＤ. ＡＬＬ ＲＩＧＨＴＳ ＲＥＳＥＲＶＥＤ

2024年 4月期（第56期） 連結業績

■ 売上高 128億円（前年同期比 ▲3億円 計画比＋6億円）

■ 利 益 ▲12億円（前年同期比 ＋7億円 計画比＋4億円）

５ページ

（単位：百万円）

24年4月期（第56期） 実績

23年10月期
（第55期）
第2四半期
実績

実績

前年同期比 計画比

実績

増減額 増減率 増減額 増減率

売上高 12,890 ▲345 ▲2.6% ＋690 ＋5.3% 13,235

営業利益（▲損失） ▲1,274 ＋579 ＋31.2% ＋706 ＋55.4% ▲1,853

経常利益（▲損失） ▲1,455 ＋532 ＋26.7% ＋655 ＋31.0% ▲1,987

親会社株主に帰属
する当期純利益

(▲損失)
▲1,244 ＋781 － ＋406 － ▲2,025
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売上高増減要因分析（前年同期比）

【住宅事業】
・売上高減少 △5億円（日本ハウス事業部△15億、マンション事業部+10億円）

【ホテル事業】
・売上高増加＋1.6億円 ビジネス需要の回復、及びリゾートホテルの客室稼働率改善

６ページ
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営業利益増減要因分析（前年同期比）

【住宅事業】
・売上高減少に伴う売上総利益の減少△1億円
・経費減少の影響 +6億円
【ホテル事業】
・売上高増加に伴う営業利益の増加 +0.3億円

７ページ
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2024年 4月期（第56期） 単体業績

■ 受注高 115億円（前年同期比▲21億円 計画比▲10億円）

■ 売上高 108億円（前年同期比▲1億円 計画比 ＋8億円）

■ 当期利益 ▲12億円（前年同期比＋4億円 計画比 ＋4億円）

８ページ

（単位：百万円）

24年4月期（第56期） 実績

23年10月期
（第55期）
第2四半期
実績

実績
前年同期比 計画比

実績
増減額・棟 増減率 増減額・棟 増減率

受注高 11,552 ▲2,154 ▲15.7% ▲1,005 ▲8.0% 13,706

受注棟数 280棟 ▲81棟 ▲22.4% ▲50棟 ▲15.1% 361棟

売上高 10,818 ▲111 ▲9.5% ＋818 ＋8.2% 10,929

経常利益 ▲1,481 ＋149 ＋10.0% ＋669 ＋45.1% ▲1,630

当期純利益
(▲損失) ▲1,240 ＋395 － ＋420 － ▲1,635
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2024年 4月期（第56期） 単体建物受注高・受注残

※上段（ ）書きは棟数・戸数 ／ リフォーム事業部の棟数：10坪かつ500万円以上

９ページ

（単位：百万円）

24年4月期（第56期）実績 23年10月期（第55期）実績

受注高 受注残
前年同期
受注高
(23年4月)

期末
受注残
（23年10月）増減額 増減率 増減額 増減率

日本ハウス
事業部

（232）
7,399

（▲81）
▲2,141

（▲25.8%）

▲22.4%

（484）
16,179

（▲19）
▲768

（▲3.7%）

▲4.5%
（313）
9,540

（503）
16,947

リフォーム
事業部

（15）
3,032

（0）
▲93

（0%）
▲3.0%

（21）
2,308

（▲5）
＋364

（▲19.2%）

＋18.7%
（15）

3,125

（26）
1,944

マンション
事業部

（33）
1,120

（0）
＋81

（0%）
＋7.7%

（22）
812

（9）
＋407

（69.2%）

＋100.4%
（33）

1,039

（13）
405

合計
（280）

11,552
（▲81）
▲2,154

（▲22.4%）

▲15.7%

（527）
19,300

（▲15）
＋3

（▲2.7%）

＋0.0%
（361）

13,706

（542）
19,297
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１０ページ

2025年 4月期（第57期） 重点施策
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１１ページ

事業環境
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新設住宅着工戸数

着工戸数（合計） 着工戸数（持家） 着工戸数（貸家） 着工戸数（分譲）

（万戸）

（西暦）

リーマンショック
（2008.9）

東日本大震災
（2011.3）

消費増税
（5%→8%）
（2014.4）

■2020年度 前年度比8.1%減少

■2021年度 3年ぶりに前年度比6.6%増加

（国土交通省建築着工統計調査）

消費増税
（8%→10%）
（2019.10）

新型コロナ
ウイルス発生
（2019.12）

■2022年度 前年度比0.6%減少

■2023年度 前年度比7.0%減少2年連続の減少
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2025年4月期（第57期） 重点施策①

１２ページ

1.商品戦略 「環境にやさしい、脱炭素社会の住宅」＝高断熱・高気密、ゼロエネの家

檜品質 ゼロエネ品質 快適品質
・檜、木造住宅
・耐震構造
（新木造ストロング工法）

・高断熱、高気密
・UA値、C値の数値化
・エネルギー自給自足

・安心、安全、快適
・24時間対応ｺｰﾙｾﾝﾀｰ
・冷暖房標準装備

断熱等級 等級4 等級5 等級6 等級7

性能クラス 省エネ基準 ZEH基準
HEAT20

G2クラス
HEAT20

G3クラス

UA値（6地域） 0.87W/㎡K 0.6W/㎡K 0.46W/㎡K 0.26W/㎡K

日本ハウス商品
日本の家・檜の家

匠の技 クレステージ28

日本の家・檜の家
グレートステージ「雅」

日本の家・檜の家「館」「極」
日本の家・檜の家

グレートステージ「輝」

UA値（6地域） 0.47W/㎡K 0.37W/㎡K 0.25W/㎡K

C値（相当隙間面積）

日本の家・檜の家 「館」 「極」
日本の家・檜の家 ｸﾞﾚｰﾄｽﾃｰｼﾞ「輝」 「雅」
日本の家・檜の家匠の技ｸﾚｽﾃｰｼﾞ28

0.5㎠/㎡以下

（一般的な住宅）5㎠/㎡

【次世代省エネ基準Ⅲ～Ⅴ地域】

『３つの品質』

（断熱・気密性能を高める壁構造） （開口部性能を高めるトリプルガラス） （太陽光発電システム） （リフォーム事業 補助金）

※UA値＝外皮平均熱貫流率 （断熱性能）

「館」「極」「輝」壁面断熱構造
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2025年4月期（第57期） 重点施策②

１３ページ

2.グレートステージ新発売

【日本の家・檜の家グレートステージ「輝」 「雅」】～厳選6外観デザイン
「スマートオーダーメイド 新・美しき檜の家」

「檜品質」「ゼロエネ品質」「快適品質」 耐震等級3・「輝」は等級7 「雅」は等級６（６地域以南）

UA値0.25～0.37W/㎡・K（北海道0.25～0.3W/㎡・K） C値0.5㎠/㎡以下

（和風 ２タイプ） （折衷 ２タイプ） （モダン ２タイプ）

（公式HP：グレートステージ）
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2025年4月期（第57期） 重点施策③

１４ページ

3.クレステージ28 リニューアル新発売

【匠の技 クレステージ28】 ～ セミオーダー型厳選28プラン

スキップフロアを利用した収納空間のある機能的な住まいをデザイン別で3外観追加

「檜品質」「ゼロエネ品質」「快適品質」 耐震等級３・断熱等級５（ZEH相当）

UA値0.43～0.47W/㎡・K（北海道0.36～0.4W/㎡・K） C値0.5㎠/㎡以下

（和モダン ４タイプ） （折衷モダン ４タイプ）

（平屋３タイプ）

（都市型モダン ４タイプ）

（ビルトインガレージ ４タイプ） （平屋プラスアルファ空間３タイプ） （平屋スマートハウス ３タイプ）

（スキップフロア ３タイプ）

（公式HP：クレステージ28）
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2025年4月期（第57期） 重点施策④

１５ページ

4．新たな収益源の構築

① 既存住宅の買取再販事業

▻「買取再販事業部」の新設

▻当社がこれまで培ってきた新築注文住宅事業、リフォーム・メンテナンス事業
のノウハウを活用

▻9支店にて展開（札幌、仙台、松本、新潟、横浜、埼玉、千葉、名古屋、岡山）

既存建物の買取 当社にてリフォーム お手頃価格にて再販

② レンタル収納事業

▻「ハッピーストレージ事業部」の新設

◼ まずは自社保有ビル１２ヵ所で、ビルイン型のレンタル収納事業を開始予定

◼ 建設業の強みを生かした、建築型のレンタル収納事業の展開も検討

■ 2024年6月より、①買取再販事業、②レンタル収納事業の２つの新規事業を開始し、
新たな収益の柱として育成
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5.マンション事業

１６ページ

物件名 竣工
販売
戸数

ご契約済数
（残戸数） 物件概要

完
成

ワザック西新井大師西 2023年9月 57戸 53戸（4戸） 地上 8階建1LDK～3LDK

工
事
中

ワザック函館
・五稜郭行啓通り

2025年3月予定 60戸 15戸（45戸） 地上13階建1LDK～3LDK

ワザック横濱新杉田 2025年7月予定 36戸 1戸（35戸） 地上 7階建2LDK～3LDK

計
画
中

（仮称）ワザック小山城山町 2026年12月予定 65戸
2025年4月下旬
販売開始予定

地上14階建2LDK～3LDK

2025年4月期（第57期） 重点施策⑤

（ワザック西新井大師西） （ワザック函館・五稜郭行啓通り） （ワザック横濱・新杉田）

※2024年6月20日現在戸数



Copyright（Ｃ）２０２４ ＮＩＨＯＮ ＨＯＵＳＥ ＨＯＬＤＩＮＧＳ ＣＯ.,ＬＴＤ. ＡＬＬ ＲＩＧＨＴＳ ＲＥＳＥＲＶＥＤ

6.ホテル事業

１７ページ

2025年4月期（第57期） 重点施策⑥

（ホテル森の風グループ うなぎ会席（夏） ・ 蟹会席（冬））

（仙石原 7/18 美食倶楽部
～日本料理×中華料理～）

（ホテル森の風 箱根仙石原）

◆ リゾートホテル 対策◆

・オンライントラベルエージェント企画への参画
・直接予約比率アップ ～SNS活用
・各ホテルの季節ごとイベントYoutube動画配信
・団体予約 ～企業、エージェントへの営業強化
・季節に合わせたDMの発送
・料理イベントの実施

◆シティホテル 対策◆

・ディナーショー、ファミリーショーの強化
・レストランでの季節イベント実施



Copyright（Ｃ）２０２４ ＮＩＨＯＮ ＨＯＵＳＥ ＨＯＬＤＩＮＧＳ ＣＯ.,ＬＴＤ. ＡＬＬ ＲＩＧＨＴＳ ＲＥＳＥＲＶＥＤ

7.SDGsへの取り組み
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2025年4月期（第57期） 重点施策⑦

【商品】

・環境にやさしい脱炭素社会の住宅

高断熱、高気密、ZEH 住宅の販売

日本の家・檜の家「館・極」～注文住宅

日本の家・檜の家グレートステージ「輝・雅」～スマートオーダーメイド

日本の家・檜の家匠の技「クレステージ28」 ～セミオーダー住宅

・高断熱、省エネルギー リフォーム工事

【植林活動】

・植樹祭～自社所有林（岩手県）

【ホテル】

（紙製ストロー） （エコ清掃）

（ホテル周辺の環境整備） （ユニバーサルサービス対応）

【買取再販事業】

・空き家問題への取組

・住宅解体等に伴う環境負荷を低減し、脱炭素社会の実現に貢献
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2025年 4月期（第57期）業績予想

１９ページ
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2025年4月期（第57期） 連結業績予想

（単位：百万円）

25年4月期
（第57期）
通期

23年10月期
（第55期）
通期

業績予想 実績

増減

売上高 38,100 ▲1,003 39,103

営業利益 2,000 1,027 973

経常利益 1,700 1,016 684

親会社株主に
帰属する当期純利益

(▲損失）
1,000 1,047 ▲47

●売上高計画数値
（第55期比）
【住宅事業】
・日本ハウス事業部 △14億
・リフォーム事業部 ＋2億
・マンション事業部 △5億
【ホテル事業】
・稼働率向上 ＋7億

●営業利益計画数値
（第55期比）
【住宅事業】
・売上減少も原価管理徹底
により売上総利益改善 ＋1億
・広告宣伝費等の経費節減

＋4億
【ホテル事業】
売上高増加による利益増

＋5億

２０ページ
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2025年4月期（第57期） 単体業績予想

２１ページ

（単位：百万円）

25年4月期〈第57期）
23年10月期

（第55期）

業績予想 実績
増減

受
注
予
想

受注高 28,515 ▲9 28,524

受注棟数 730 ▲13 743棟

業
績
予
想

売上高 33,500 ▲1,133 34,633

経常利益 1,640 1,104 536

当期純利益 970 1,088 ▲118

●受注高計画数値
（第55期比）
・日本ハウス事業部△10億
・リフォーム事業部 +6億
・マンション事業部 +4億

●売上高計画数値
（第55期比）
・住宅事業は連結と同様の
理由で△17億の減少
・ホテル子会社からの賃貸
料収入+6億の増加

●経常利益計画数値
（第55期比）
・住宅事業は連結と同様の
理由で+5億の増加
・ホテル子会社からの賃貸
料収入の増加に伴う利益
増+6億

※23年10月期の受注高および受注棟数は保守的な新基準適用前の数値
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財務内容（連結）・資本施策

２２ページ

【株主配当】
2020年10月期（第52期）（実績） ５円配当

2021年10月期（第53期）（実績） １３円配当

2022年10月期（第54期）（実績） ２０円配当

2023年10月期（第55期）（実績） １１円配当

2024年04月期（第56期）（予定） ５円配当

2025年04月期（第57期）（予想） １１円配当

【財務安定性】
財務安定性を示す自己資本比率は、約50％の高い水準で安定的に推移しております。

【参考】東証プライム上場の建設業平均44.3％（2023年3月）

51期 52期 53期 54期 55期 56期
2024年
4月期
(6ヶ月)

自己資本比率 % 52.7 55.3 51.0 48.2 51.1 48.3

2023年
10月期

単位 2019年
10月期

2020年
10月期

2021年
10月期

2022年
10月期

20
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20

5

13

20

11

5

11

0円

5円

10円

15円

20円

25円

配当（普通株）



Copyright（Ｃ）２０２４ ＮＩＨＯＮ ＨＯＵＳＥ ＨＯＬＤＩＮＧＳ ＣＯ.,ＬＴＤ. ＡＬＬ ＲＩＧＨＴＳ ＲＥＳＥＲＶＥＤ

（ご参考）資本コストや株価を意識した
経営の実現に向けた対応

２３ページ
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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応①

２４ページ

当社グループは、資本効率の向上と健全な財務状況の維持を両立し、事業の成長を図っております。
CAPM(資本資産価格モデル)による当社グループの株主資本コストは約5%と認識しておりますが、ROEにつ
いては新型コロナウイルス感染症の流行による社会経済活動の停滞の影響を受けた2020年10月期、資材価
格高騰の影響を受けた2023年10月期、決算期変更による6ヶ月の変則決算となった2024年4月期を除き、株
主資本コストを上回っております。

PBRは0.5倍から1.0倍で推移しており、株価が割安な水準で推移しております。当社グループは、資本コスト
や株価等を意識し、同時に財務健全性にも配慮しつつ、収益性の向上と成長性を投資家の皆様に適切に評価
していただくことが必要であると考えております。

現状分析

51期 52期 53期 54期 55期 56期(※1) 57期(※2)

2024年4月期

(6ヶ月)

PER 倍 9.4 13.6 9.5 11.3 △ 289.5 △ 10.0 12.5

ROE % 11.4 3.5 7.1 6.6 △ 0.2 △ 5.8 4.7

PBR 倍 1 0.5 0.7 0.7 0.6 0.6 0.6

一株当たり配当額 円 20 5 13 20 11 5 11

配当性向（連結） % 36.6 29.0 34.1 54.2 - - 44.0

期末日株価 円 508 234 382 418 347 312 312

自己資本比率 % 52.7 55.3 51 48.2 51.1 48.3 49.1

(※1)一株当たり配当額は予定

(※2)①予想数値に基づく試算　②期末日株価は56期の株価を使用

2025年

4月期

2022年

10月期

2023年

10月期

指標 単位 2019年

10月期

2020年

10月期

2021年

10月期
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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応②

２５ページ

現状分析を踏まえ、以下の施策に取り組んでまいります。

(1)収益性の向上
当社グループは、2025年4月期を初年度とした中期経営計画「飛躍未来3ヶ年計画」の下記基本方針にした
がい、収益性の向上を図ってまいります。

◼ グループ企業理念の元、一致団結しグループ売上420億円、営業利益40億円達成の為に各企業、計画を
実践躬行

◼ 教育と訓練により、組織の質の向上を図り、顧客満足を追求し、各企業において競合に勝てる組織を作る

◼ 売上高10％以上の営業利益を出し、グループ社員の昇給並びにベアを実現

◼ 日本ハウスホールディングスにおいては売上増を図りながら、原価率改善・業務改善し、結果を出す

◼ 日本ハウスホテル&リゾートにおいては2025年4月期において黒字化の目途を立て、2026年4月期の黒字
化を図る

◼ 次なる事業の構築と更なる発展の為の事業を推進

1. 買取再販事業部

築25-30年中古住宅販売 リフォーム後の再販売事業

2. ハッピーストレージ事業部

レンタル収納事業

方針、取り組み①
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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応③

２６ページ

(2) 株主還元
当社は、株主の皆様に対する利益還元を重要政策のひとつと考えており、安定的な配当の維持を基本に、経営
基盤の強化に必要な内部留保の確保などを総合的に勘案し、利益還元を行っていく方針です。当社は、この方針
に基づき、連結配当性向30%前後を目安としております。

(3) 財務安定性
財務安定性を示す自己資本比率は、約50％の高い水準で安定的に推移しており、これを維持していく方針です。

【参考】東証プライム上場の建設業平均44.3％（2023年3月）

(4) 情報開示
当社グループの事業の状況、収益性や成長性を適切に評価していただくため、機関投資家に対する決算説明会、
個別ミーティングを継続的に実施してまいります。

方針、取り組み②

51期 52期 53期 54期 55期 56期

2024年4月期

(6ヶ月)

自己資本比率 % 52.7 55.3 51 48.2 51.1 48.3

2022年10月期 2023年10月期
指標 単位

2019年10月期 2020年10月期 2021年10月期

51期 52期 53期 54期 55期 56期(※1) 57期(※2)

2024年4月期

(6ヶ月)

一株当たり配当額 円 20 5 13 20 11 5 11

配当性向（連結） % 36.6 29.0 34.1 54.2 - - 44.0

2025年

4月期

2022年

10月期

2023年

10月期

指標 単位 2019年

10月期

2020年

10月期

2021年

10月期

(※1)一株当たり配当額は予定　(※2)予想数値
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［References］
Action to Implement Management That is 

Conscious of Cost of Capital and Stock Price
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Our Group strive to grow business by both improving capital efficiency and maintaining a 

sound financial condition. We recognizes that our group's cost of equity is approximately 5% 

(calculation based on CAPM). Our ROE exceeded our cost of equity except for those: the fiscal 

year ended October 31, 2020, which was impacted by the stagnation of socio-economic activities 

due to the COVID-19 pandemic, the fiscal year ended October 31, 2023, which was affected by a 

surge in material prices, and the fiscal year ended April 30, 2024, which was an irregular six 

months fiscal period due to a change in our fiscal year-end. 

Our PBR remained in the range of 0.5x to 1.0x, and the stock price remained at an undervalued 

level. In order to ensure that investors properly evaluate our stock price, we strive to improve 

productivity and growth while considering financial soundness, cost of capital and stock price.

Analysis of Current Situation

51st Term 52nd Term 53rd Term 54th Term 55th Term 56th Term (※1) 57th Term (※2)

Fiscal year ended

October 31, 2019

Fiscal year ended

October 31, 2020

Fiscal year ended

October 31, 2021

Fiscal year ended

October 31, 2022

Fiscal year ended

October 31, 2023

Fiscal year ended

April 30, 2024

(6 months)

Fiscal year ending

April 30, 2025

PER Times 9.4 13.6 9.5 11.3 △289.5 △10.0 12.5

ROE % 11.4 3.5 7.1 6.6 △0.2 △5.8 4.7

PBR Times 1 0.5 0.7 0.7 0.6 0.6 0.6

Dividend per share Yen 20 5 13 20 11 5 11

Dividend payout ratio (consolidated) % 36.6 29.0 34.1 54.2 - - 44.0

Stock price at the end of the period Yen 508 234 382 418 347 312 312

Equity Ratio % 52.7 55.3 51 48.2 51.1 48.3 49.1

Index Unit

(※1)　Dividend per share is the planned amount.

(※2)　(1)Preliminary calculations based on forecasted numbers　　(2)Stock price at the end of the period quoted from 56th Term

Action to Implement Management That is Conscious of 

Cost of Capital and Stock Price (1)

２８ページ
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We will work on the following measures based on the analysis of current situation.

(1) Improve profitability

Our group will strive to improve profitability under the following basic policies outlined in our 

medium-term management plan, "Leap to the Future Three-Year Plan“, which begins in the fiscal 

year ending April 30, 2025.

◼ Implement the plan across all group companies to achieve group sales of 42 billion yen and 

an operating profit of 4 billion yen, in line with our group’s corporate philosophy.

◼ Enhance organizational strength through education and training to pursue customer 

satisfaction, and outperform competitors.

◼ Realize salary increases and base pay raises for all group employees by achieving an 

operating profit margin of over 10%.

◼ Nihon House Holdings Co., Ltd. achieves the business plan to increase sales while improving 

the cost of sales ratio and operational efficiency.

◼ Nihon House Hotel & Resort Co., Ltd. aims to become profitable in the fiscal year ending 

April 30, 2026 while setting a prospect of becoming profitable in the fiscal year ending April 

30, 2025.

◼ Build the next business framework and promote further development, focusing on:

1. Real Estate Purchase and Resale Division: Resale business of 25 to 30 year-old pre-

owned houses after renovation.

2. “Happy Storage” Division: Rental storage business.

Action to Implement Management That is Conscious of 

Cost of Capital and Stock Price (2)

Policies and Initiatives (1)

２９ページ
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(2) Return to shareholders

We consider returning profits to our shareholders as one of our key policies. Our approach is based 

on maintaining stable dividends while also securing the internal reserves necessary to strengthen our 

management foundation. In line with this policy, we aim for a consolidated dividend payout ratio of 

approximately 30%.

Action to Implement Management That is Conscious of 

Cost of Capital and Stock Price (3)

51st Term 52nd Term 53rd Term 54th Term 55th Term 56th Term

Fiscal year ended

October 31, 2019

Fiscal year ended

October 31, 2020

Fiscal year ended

October 31, 2021

Fiscal year ended

October 31, 2022

Fiscal year ended

October 31, 2023

Fiscal year ended

April 30, 2024

(6 months)

Equity Ratio % 52.7 55.3 51 48.2 51.1 48.3

Index Unit

Reference: The average of companies listed on TSE Prime (Construction Industry) was 44.3％(Fiscal year ended March 31, 2023).

(4) Information Disclosure

We will continue to hold financial results briefings and individual meetings for institutional investors 

in order for them to properly evaluate the status of our group's business, profitability and growth 

potential.

Policies and Initiatives (2)

51st Term 52nd Term 53rd Term 54th Term 55th Term 56th Term (※1) 57th Term (※2)

Fiscal year ended

October 31, 2019

Fiscal year ended

October 31, 2020

Fiscal year ended

October 31, 2021

Fiscal year ended

October 31, 2022

Fiscal year ended

October 31, 2023

Fiscal year ended

April 30, 2024

(6 months)

Fiscal year ending

April 30, 2025

Dividend per share Yen 20 5 13 20 11 5 11

Dividend payout ratio (consolidated) % 36.6 29.0 34.1 54.2 - - 44.0

Index Unit

(※1)　Dividend per share is the planned amount.　　(※2)　Preliminary calculations based on forecasted numbers

(3) Financial stability

Our Equity Ratio, which indicates financial stability, has remained at a high level of approximately 

50%, and we intend to maintain this level in the future.

３０ページ
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本資料ならびにＩＲ（投資家向け広報活動）に関しての問い合わせ先

住 所 ： 〒１０２－００７２

東京都千代田区飯田橋４丁目３番８ 日本ハウスＨＤ飯田橋ビル

電 話 ： ０３（５２１５）９９０７ ＦＡＸ ： ０３（５２１５）９９１２

Ｅメール ： ir@nihonhouse-hd.co.jp

H P ： http://www.nihonhouse-hd.co.jp

本資料は、投資家の皆様の投資の参考となる情報提供のみを目的としており、取引の勧誘を目的としておりません。

本資料は、当社業務によって得られた各種データに基づいて作成したものですが、その完全性を保証するものでは

ありません。また、資料に掲載された意見や予測は、資料作成時の当社の見通しであり、当該意見、予測等を使用

した結果についてもなんら補償するものではありません。記載された内容が予告無しで変更される場合もありますの

でご注意下さい。

投資に関する最終決定は投資家様ご自身の判断でなされるようお願い致します。

執行役員 グループ経理本部長 白田 則和


